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甲府市農業委員会２月定例総会議事録 

 

１．日  時  令和３年２月２６日（金曜日）午後３時００分から午後４時２８分 

 

２．会  場  甲府市南公民館 

 

３．出席委員（19名） 

     会長・西名武洋  会長職務代理者・柿嶋 敦、米山 夫佐子 

   【農業委員】 

1 番 渡邉 初男    2 番 小松 芳彦  3 番 菊島  建   4 番 池田 哲郎 

5 番 落合 洋子     6 番 關野  登  7 番 田中 由美  8 番 後藤 良仁 

9 番 土屋 三千雄  10 番 越石 和昭 11 番 小澤  博 12 番 山村 忠弘 

  13 番 雨宮 洋文    14 番 末木 瑞夫 15 番 矢﨑 正勝  16 番 塚田 泰英 

 

４．欠席委員（0名） 

 

５．職務のために出席した農業委員会事務局職員の職氏名 

   事 務 局 長 石川  満 

農地係 係 長  斉藤 欣也 

係 長 青木  進 

   振興係 係 長 牧野 公治 

 

６．議  案 

議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について 

議案第２号 農地法第５条の規定による許可申請について 

議案第３号 農地法第５条の規定による許可後の計画変更について 

議案第４号 令和３年２月告示分農用地利用集積計画について 

議案第５号 農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想の変更について 

 

報告案件 

報告第１号 山梨県農業会議への諮問結果について 

報告第２号 農地法第３条の３第 1項の規定による届出について 

報告第３号 農地法第４条の規定による届出について（市街化区域届出） 

報告第４号 農地法第５条の規定による届出について（市街化区域届出） 

報告第５号 農地法第４条第１項の規定による届出について（許可不要） 

報告第６号 耕作土搬入届出について 



 2 

報告第７号 農用地利用集積計画の解約について 

 

午後 3時 00 分 開会 

 

○事務局（斉藤係長） 

   それでは、令和３年２月定例総会を始めます。 

本日の総会は、農業委員定数 19名中 19名全員のご出席をいただいておりますので、

農業委員会等に関する法律第 27 条第 3項の規定により、この会議が成立していること

をご報告いたします。 

つづきまして、西名会長よりごあいさつをいただきます。会長お願いいたします。 

 

○議長（西名会長） 

《 西名会長 挨拶 略 》 

 

○事務局（斉藤係長） 

   ありがとうございました。それでは、甲府市農業委員会総会会議規則により、会長

が議長を務め会議を進めて参ります。会長よろしく、お願いいたします。 

 

○議長（西名会長） 

   ただ今から、甲府市農業委員会 2 月定例総会を、農業委員会等に関する法律、並び

に甲府市農業委員会総会会議規則により、会議を進めて参ります。 

   まず始めに、2 月定例総会の議事録署名委員ですが、議席の順番により 13 番の雨宮

洋文委員と、14 番の末木瑞夫委員のお二人にお願いしたいと思います。 

今月も、引き続き新型コロナウイルス蔓延予防のため、時間短縮に努めて参ります。

先ほど事務局とも打ち合わせをした際に、すべての案件について事前の質問はないと

の報告を受けておりますので、本来であれば議案内容について地元委員からのご意見、

補足説明を求めるところですが、極力省略させていただき、議事の進行を行いたいと

思います。しかし、当該地区以外で疑問等がある場合は、個人情報等に注意しながら

何なりとご発言をお願いします。 

 

○議長（西名会長） 

それでは早速議案の審議に入って参りますが、先月に引き続き農政課からの議案が

あります。本来ですと最後の議案となりますが、議事の運営の関係上、議案第 5 号と

して「農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想の変更について」、農政課の佐

野係長、百瀬技師が説明に来ていますので、先に議案第 5 号の審議から行います。そ

れでは、説明をお願いします。 
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○農政課（佐野係長） 

   こんにちは。農政課振興係の佐野です。先月に引き続き、今月も貴重なお時間をい

ただきありがとうございます。今回の議案は昨年 11 月に農業経営基盤の強化の促進に

関する県の基本方針が一部改正されたことを受け、本市も一部改正が必要となったた

め説明に伺いました。それでは早速担当の百瀬から説明いたします。 

○農政課（百瀬技師） 

農政課の百瀬です。よろしくお願いいたします。それでは説明に入ります。 

農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想の変更について、まず変更する理

由ですが、令和 2年 4月 1日に施行された農業経営基盤強化促進法の一部改正に伴い、

山梨県の農業経営基盤強化の促進に関する基本方針が一部改正されたためです。 

つぎに、農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想ですが、根拠法令につき

ましては、農業経営基盤強化促進法第 6条に基づき市が定めるものとなっております。

法律の趣旨になりますが、効率的かつ安定的な農業経営を育成し、これらの農業経営

が農業生産の相当部分を担うような農業構造を確立することを目的に、①認定農業者

制度、②認定新規就農者制度、③利用権設定等促進事業（農地の貸借の制度）などを

位置づけしております。構想の趣旨になりますが、地域において農業者が効率的で安

定的な農業経営を行うための経営規模や生産方式などの指標や担い手を育成するため

に必要な取組み、農地の利用集積などを県基本方針に即し、市が定めるということに

なります。 

今回の主な改正点になりますが、まず第 1 の部分で、資料では変更案の 1 ページか

ら 4 ページになります。こちらは農業経営基盤の強化の促進に関する目標について記

載をさせていただいております。今回変更した内容になりますが、甲府市農業振興計

画に沿った施策の追加になります。具体的にはプロファーマーの育成、甲府ブランド

認定制度の推進等について追記しております。つぎに県基本方針の改正に伴う施策の

追加になります。具体的には 4パーミルイニシアチブの取り組みの推進、輸出の促進、

スマート農業の推進について新たに追加されましたので、追記しております。 

つぎに、第 2の部分になりますが、5ページから 18 ページまで 14 の指標を載せてあ

ります。農業経営の規模、生産方式、経営管理の方法、農業従事の対応等に関する営

農の類型ごとの効率的かつ安定的な農業経営の指標になります。こちらは「やまなし

農業基本計画」という県の農業の目指す構想や実施する事業等を示しているものです

が、県の標準経営モデルを参考に、今年の認定農業者の実態に合わせて記載しており

ます。具体的には、甲府市の認定農業者の経営類型を調べて、県の経営指標を使用し

目標である指標所得 550 万円を達成できるよう作成をしてあります。目標の 550 万円

は、1ページに記載させていただいております。 

つぎに、第 3ですが、19ページから 20ページになります。こちらは、効率的かつ安

定的な農業経営を営む者に対する農用地の利用の集積に関する目標その他農用地の利

用関係の改善に関する事項です。こちらは、令和 5年度の目標値に修正してあります。

県の基本方針も令和 5年度の目標になりましたので、本市も合わせました。 
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つぎに、第 4 になりますが、農業経営基盤強化促進事業に関する事項です。21 ペー

ジから 31ページになります。この中で説明している別紙 1と別紙 2については、32ペ

ージから 35 ページになります。こちらは、事業の説明などになりますが、今回追加し

た内容については、農地利用集積円滑化事業を農地中間管理事業に統合一体化するこ

とに伴う修正と、新たに農地中間管理事業と、人・農地プランの実質化について内容

を追加してあります。改正の内容については、改正案の該当箇所に下線が引いてあり

ます。 

つぎに、4番の改正の手続きについて説明いたします。本日、農業委員会の皆様に意

見聴取という形で説明させていただいておりますが、農業経営基盤強化促進法第 2 条

で農業委員会、農業協同組合への意見聴取をすることになっており、改正に関して、

農業委員会と県の同意をとり、同意が得られましたら、改正の決定を取って公告を行

います。説明は以上です。 

○議長（西名会長） 

   ただ今、農政課の百瀬技師から基盤強化の基本的な構想の変更について説明があり

ましたが、ご意見、ご質問等ありましたら、反映してもらいたいと思いますが、いか

がでしょうか。 

≪ 挙手あり ≫ 

○議長（西名会長） 

柿嶋職務代理どうぞ。 

○柿嶋職務代理 

   説明していただきましたが、私達農業委員は昨年 8 月に新たに委員になられた方も

多く、主な改正点のところでプロファーマーの育成、甲府ブランドの認証制度、4パー

ミルイニシアチブの取り組みの推進について、もう少し詳しく説明していただきたい

と思います。 

○議長（西名会長） 

   それでは、担当からもう少し細かく丁寧に説明をお願いします。 

○農政課（百瀬技師） 

    ≪ 『プロファーマーの育成について』 説明 ≫ 

    ≪ 『甲府ブランド育成制度について』 説明 ≫ 

    ≪ 『4 パーミルイニシアチブの取り組みの推進について』 説明 ≫ 

○議長（西名会長） 

ただ今、説明がありましたが、委員の皆さんご理解いただけたでしょうか。 

プロファーマー、甲府ブランドのことについては、ある程度ご理解していただけい

ていると思いますが、4パーミルイニシアチブについては、耳慣れない言葉だと思いま

すが、ゼロカーボンの農業版ということで、農業から出る不用になった剪定枝などの

処理について、二酸化炭素を封じ込める方策を農業としてもやっていくということで、

県が主導して推進をしていくということですが、いかがでしょうか。 

≪ 挙手あり ≫ 
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○議長（西名会長） 

   柿嶋職務代理どうぞ。 

○柿嶋職務代理 

これを変えることによって、甲府市の農業振興計画が何か変わりますか。 

○農政課（百瀬技師） 

甲府市の農業振興計画につきましては平成 30年度に作成しました。方向性としては、

農業振興計画に沿ったものとなっていますが、新しく 4 パーミルイニシアチブについ

ては、農業振興計画に触れられていない部分になりますので、今後見直しのタイミン

グでその内容を入れるかどうか検討することになります。 

○議長（西名会長） 

はい、いかがでしょうか。 

○柿嶋職務代理 

   わかりました。 

○議長（西名会長） 

他にいかがでしょうか。 

≪ 挙手あり ≫ 

○議長（西名会長） 

小松委員どうぞ。 

○甲運地区委員（小松委員） 

甲運の小松です。 

プロファーマーの認定についてですが、認定農業者制度が現にありますがどんな違

いなのでしょうか。説明を受けたところ、補助を受けられるということですが、認定

農業者もプロファーマーも同じように聞こえたのですが。 

○議長（西名会長） 

担当者から説明をお願いします。 

○農政課（百瀬技師） 

認定農業者とプロファーマーの違いは、認定農業者は効率的な農業経営を行ってい

る方、プロファーマーは地域の農業を牽引して、稼ぐ農業を実践できる方をプロファ

ーマーと位置付けています。農業機械の導入や農業施設の整備など市の補助を受ける

ことができます。 

○議長（西名会長） 

小松委員、いかがでしょうか。 

実は、農業振興計画ができた経過は、農業委員会が主体となって我々農業者の将来

の農業像を行政と一体となって協議をして、県内では初めて策定されました。今の問

題については、認定農業者は 250 名ほどいますが、その中でも地域の核となったり、

モデルとなる農業者がいます。この方々が、地域の農業を活性化したり、リーダーシ

ップをとっていただけるということで、売り上げが 2,000 万円を超える個人経営者が、

本人が申請して、審査の上にプロファーマーとして認定します。この方々には経営の
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拡大やもっと儲かる農業を実証していただくような行動をとっていただきたいと考え

ています。そのために、認定を受けると支援を受けることができます。現在は 2 名で

すが今後は増えていくと思っています。よろしいでしょうか。 

○甲運地区委員（小松委員） 

分かりました。 

≪ 挙手あり ≫ 

○議長（西名会長） 

池田委員どうぞ。 

○千塚地区委員（池田委員） 

資料 1 ページ目にある「本市農業が目指すべき姿として掲げている『まちと地域が

共生する魅力ある農業都市』の実現」とありますが、この中で市街化区域内農地がど

のように位置づけられているのでしょうか。私の家の畑は市街化区域内にあり固定資

産税が高いという悩みがあります。全国的には都市農政基本法ができてから三大都市

圏以外でも少数ですが生産緑地制度が長野市や浜松市や和歌山市などでも増えつつあ

りますが、農政課としてどのようにお考えかお伺いできればと思います。 

○議長（西名会長） 

今の意見は、市街化区域内の農地を今後どのような形で位置付けるかということだ

と思います。 

○農政課（佐野係長） 

この問題については都市計画サイドの関係があり、昨年 12 月に所有者および耕作者

に都市計画課からアンケート調査が出されたと思います。今までは、市街化区域内は

どんどん開発ができたのですが、都市部の農業を残していくという考え方に切り替わ

っております。保水や災害避難などの部分や、都市計画区域内での米や野菜等の生産

などの部分もあります。農政課としましては都市計画サイドの位置づけ、生産緑地な

どもあると思いますので、それらが決まってから農業振興計画でも示されております

ので、都市農業基本計画を策定する運びになると思います。 

○議長（西名会長） 

池田委員いかがでしょうか。 

○千塚地区委員（池田委員） 

分かりました。 

○議長（西名会長） 

従来ですと市街化区域内の農地はどんどん開発するんだという考えでしたが、人口

減少や、都市部の緑地や農業生産基盤など市民の憩いの場となるということで、これ

を重要視する方向に転換しています。まだ生産緑地という位置づけはできていません

が、甲府市でも前向きに検討しているということで、ご理解をお願いします。 

他にいかがでしょうか。 

≪ 質問・意見無し ≫ 
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○議長（西名会長） 

   よろしいでしょうか。 

   それでは、意見としては池田委員の市街化区域内の農地をできれば生産緑地の方向

へ進めてもらいたいということを、農政課の農業経営基盤の強化の促進に関する基本

的な構想の変更の農業委員会の意見ということでよろしいでしょうか。 

   それでは、これに賛成という委員の挙手をお願いします。 

≪ 全員挙手 ≫ 

○議長（西名会長） 

ありがとうございました。 

それでは、今の意見を少しでも反映して頂けるようお願い申し上げまして、この問

題について、決定してまいります。 

それでは、農政課の佐野係長、百瀬技師にはお疲れ様でした。担当お二人は、仕事

の関係で退席します。ご苦労様でした。 

    【 農政課職員 退席 】 

 

○議長（西名会長） 

それでは議事を進めてまいります。議案第 1 号農地法第 3 条の規定による許可申請

について審議いたします。事務局より説明してください。 

 

○事務局（青木係長） 

農地係青木でございます。今月の第 3 条許可申請は有償移転が 2 件ございまして、

いずれも第 3 条の資格要件を全て満たしております。議案書 1 ページの 1 番をご覧く

ださい。申請地の所在、地目、面積、譲渡人、譲受人については、議案書記載のとお

りです。茶道橋から○○○ｍほど○○に位置する農地で、東面、南面は農地、西面は

山林、北面は農地及び雑種地となっています。譲受人は、申請地の 1 筆に利用権設定

を行い、○○○○、○○○○を行っておりまして、新たな農地購入を検討していたと

ころ、申請地が立地条件及び利便性に適していることから、取得し○○○○○○○し

たいとのことです。譲受人の現在の経営面積は○○○○㎡ですが、取得後は計画面積

が○○○○㎡となり、引き続き○○○○、○○○○を行う計画です。 

続きまして、議案書 2 番をご覧ください。申請地の所在、地目、面積、譲渡人、譲

受人については、議案書記載のとおりです。長禅寺から○○○ｍほど○○の範囲に位

置する一体の農地で、東面、北面は農地及び宅地、南面、西面は農地となっています。

譲受人は○○○○○○○○○しておりまして、○○○○○○○○として必要な条件を

満たしており、新たな農地購入を検討していたところ、申請地が立地条件及び利便性

に適していることから、取得し○○○○○○○したいとのことです。譲受人の現在の

経営面積は○○○○○㎡ですが、取得後は計画面積が○○○○○○㎡となり、申請地

には引き続き○○○○○する計画です。以上でございます。 
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○議長（西名会長） 

事務局からの説明が終わりました。こちらの案件についても事前に質問や意見もあ

りませんでしたが、ご質問等がある場合はお願いします。 

≪ 質問・意見なし ≫ 

○議長（西名会長） 

それでは、ご質問も無いようですから、採決をさせていただきます。議案第１号農

地法第 3条の規定による許可申請に賛成の方は、挙手をしてください。 

≪ 全員挙手 ≫ 

○議長（西名会長） 

ありがとうございました。 

全員の賛成の挙手をいただきましたので、議案第 1 号は決定し、許可書の交付をし

てまいります。 

   つづいて、議案第 2 号は農地法第 5 条第 1 項の規定による許可申請について審議い

たします。事務局より説明して下さい。 

 

○事務局（青木係長） 

今月の 5 条許可申請は、所有権移転が 6 件、賃貸借が 3 件、使用貸借が 3 件、計 12

件となります。議案書 3ページの 1番、2番は関連案件となります。地図は 1ページの

5 条№1、2 をご覧ください。申請地の所在、地目、面積、譲受人、譲渡人については

議案書記載のとおりです。甲運小学校から○○ｍほど○に位置する農地で、東面、南

面は宅地、西面は農地、北面は雑種地及び農地となっています。農地区分は、第 3 種

農地と判断しました。譲受人は○○において○○○○○○していますが、○○での受

注増加に伴い○○○○が不足し、土地選定していたところ、申請地が立地条件及び利

便性に適していることから、申請地を取得し○○○○に転用したいとのことです。 

続きまして、議案書 3番、地図は 2ページの 5条№3をご覧ください。申請地の所在、

地目、面積、譲受人、譲渡人については議案書記載のとおりです。西関東連絡道路桜

井ジャンクションから○○ｍほど○○に位置する農地で、東面、西面は宅地、南面は

道路、北面は農地となっています。農地区分は、第 3 種農地と判断しました。譲受人

は、現在の○○○○○となったため、申請地を取得し、○○○○○○○したいとのこ

とです。転用後は○○○○○○○○○○する予定です。 

続きまして議案書 4ページ 4番、地図は 3ページの 5条№4をご覧ください。申請地

の所在、地目、面積、借人、貸人については議案書記載のとおりです。よこうね橋か

ら○○ｍほど○○に位置する農地で、東面は道路、南面は農地、西面、北面は宅地と

なっています。農地区分は、第 1 種農地不許可の例外で、申請に係る土地周辺地域に

居住する者の日常生活上必要な施設と判断しました。借人は、現在の○○○○○とな

ったため、申請地を使用貸借し、○○○○○○○したいとのことです。転用後は○○

○○○○○○○○○○○する予定です。 

議案書 5 番、6 番は関連案件となります。地図は 4 ページの 5 条№5、6 をご覧くだ
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さい。申請地の所在、地目、面積、譲受人、譲渡人については議案書記載のとおりで

す。浄恩寺から○○ｍほど○○に位置する農地で、東面は用悪水路及び農地、南面は

宅地、西面、北面は農地となっています。農地区分は、第 2 種農地と判断しました。

譲受人は○○○○○○○○○○していますが、申請地は立地条件に適しており需要が

見込まれるため、申請地を取得し○○○○○○○○に転用したいとのことです。転用

後は○○○○○○○○○○○する予定です。 

続きまして議案書 5ページ 7番、地図は 5ページの 5条№7をご覧ください。申請地

の所在、地目、面積、借人、貸人については議案書記載のとおりです。円妙寺から○

○ｍほど○に位置する農地で、東面は道路及び農地、南面は雑種地、西面は農地、北

面は農地となっています。農地区分は、第 2 種農地と判断しました。借人は、現在の

○○○○○となったため、申請地を使用貸借し、○○○○○○○したいとのことです。

転用後は○○○○○○○○○○○○○する予定です。 

続きまして議案書 8 番、地図は 6 ページの 5 条№8 をご覧ください。申請地の所在、

地目、面積、借人、貸人については議案書記載のとおりです。菅原天神社中町文庫か

ら○○○ｍほど○に位置する農地で、東面、南面、北面は宅地、西面は道路となって

います。農地区分は、第 2 種農地と判断しました。借人は、現在の○○○○○となっ

たため、申請地を使用貸借し、○○○○○○○したいとのことです。転用後は○○○

○○○○○○○○○○する予定です。 

議案書 9番、6ページの 10 番は関連案件となります。地図は 7ページの 5条№9、10

をご覧ください。申請地の所在、地目、面積、譲受人、譲渡人については議案書記載

のとおりです。将林橋から○○○ｍほど○に位置する農地で、東面は農地及び宅地、

南面は農地、西面は宅地、北面は道路となっています。農地区分は、第 2 種農地と判

断しました。譲受人は○○○○○○○○○○していますが、申請地は立地条件に適し

ており需要が見込まれるため、申請地を取得し○○○○○○○○○に転用したいとの

ことです。転用後は○○○○○○○○○○○○する予定です。 

続きまして議案書11番、地図は8ページの5条№11をご覧ください。申請地の所在、

地目、面積、賃貸人、賃借人については議案書記載のとおりです。文殊稲荷大明神か

ら○○○ｍほど○に位置する農地で、東面は道路及び用悪水路、北面、西面は農地、

南面は道路となっています。農地区分は、第 2 種農地と判断しました。賃借人は○○

○○○○○○をしていますが、申請地の近隣の工場の○○○○○○○○○○○○○○

○を必要とするため土地選定していたところ、申請地が立地条件及び利便性に適して

いることから、賃借し、申請地のうち○○○○○○○○○○○○○○○○○○に転用

したいとのことです。なお、転用期間は令和○年○月○日から令和○年○月○日まで

となります。 

続きまして議案書12番、地図は9ページの5条№12をご覧ください。申請地の所在、

地目、面積、借人、貸人については議案書記載のとおりです。下宿交差点から○○○

ｍほど○○に位置する農地で、東面は宅地、南面、北面、西面は農地となっています。

農地区分は、第 1 種農地不許可の例外で、申請に係る土地周辺地域に居住する者の日
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常生活上必要な施設と判断しました。借人は、現在の○○○○○となったため、申請

地を使用貸借し、○○○○○○○したいとのことです。転用後は○○○○○○○○○

○○○○する予定です。以上でございます。 

○議長（西名会長） 

事務局からひととおり説明が終わりました。この案件についても事前にご意見、ご

質問の報告は受けておりませんが、何かありましたらお願いします。 

≪ 質問・意見なし ≫ 

○議長（西名会長） 

それでは、採決をさせていただきます。 

議案第 2号農地法第 5条の規定による許可申請に賛成の方は、挙手をお願いします。 

≪ 全員挙手 ≫ 

○議長（西名会長） 

ありがとうございました。 

全員の賛成の挙手をいただきましたので、議案第 2号は決定してまいります。 

なお、1,000 ㎡以上の案件は許可相当ということで、県農業会議に諮問してまいりま

す。それ以外の案件は 1,000 ㎡未満の案件ですので、許可書の交付をしてまいります。 

   つづいて、議案第 3 号は農地法第 5 条第 1 項の規定による許可後の計画変更につい

て審議いたします。事務局より説明して下さい。 

 

○事務局（青木係長） 

今月は計画変更の案件が 2 件ございます。昨年の 10 月と 12 月の総会でご審議いた

だきました 5条申請の案件です。議案書 9ページの 1番、地図は 10ページの 5条計画

変更№1をご覧ください。申請地の所在、地目、面積、譲受人、譲渡人については議案

書記載のとおりです。申請地は盛岩寺から○○○ｍほど○に位置する農地です。申請

人は申請地を○○○○○○○○○○の転用目的で、令和○年○月○日付けで許可を受

けました。しかし、許可後資金の目処がつかなくなったため、資金がより少なく済む

○○○○に転用目的を変更したいとのことです。転用後は変更前と変わらず○○○○

○○○○○○○する予定です。 

続きまして 2番、3番、地図は 10ページの 5条計画変更№2・3をご覧ください。申

請地の所在、地目、面積、譲受人、譲渡人については議案書記載のとおりです。日の

出団地北交差点から○○○ｍほど○○に位置する農地です。申請人は申請地を○○○

○する目的で令和○年○月○日付けで許可を受けました。しかし、建築基準法により

転用面積を縮小する必要があるため黒の太枠内の斜線部分に変更となり、塗りつぶさ

れた部分が計画から外れる部分となり、○○○○○○○○○○○○○○に変更したい

とのことです。なお、計画から外れた部分につきましては、今後転用する際には改め

て許可を取る必要がございます。以上でございます。 

○議長（西名会長） 

事務局から説明が終わりました。この案件についても事前にご意見、ご質問の報告
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は受けておりませんが、何かありましたらお願いします。 

≪ 質問・意見なし ≫ 

○議長（西名会長） 

それでは、採決をさせていただきます。 

議案第 3 号農地法第 5 条の規定による許可後の計画変更について賛成の方は、挙手

をお願いします。 

≪ 全員挙手 ≫ 

○議長（西名会長） 

ありがとうございました。 

全員の賛成の挙手をいただきましたので、議案第 3号は決定してまいります。 

   つぎに、報告第 1号から第 6号について、事務局より説明して下さい。 

 

○事務局（青木係長） 

それでは、報告事項の説明をいたします。まず議案書 10 ページをご覧ください。先

月の総会案件のうち、農地法 5 条の申請について山梨県農業会議へ諮問をした結果、

許可相当との答申を受けました。11 ページからは令和 3年 1月 16 日から令和 3年 2月

17 日までに受理しました相続等の届出や市街化区域における各種の届出を掲載してお

ります。なお、それぞれの転用目的や農地の所在、届出人等につきましては、議案書

に記載のとおりであり、受理通知につきましては、事務局長の専決により交付済みと

なっております。以上でございます。 

○議長（西名会長） 

事務局から、報告第 1 号から第 6 号につきまして報告がありましたが、報告事項で

すので、ご了承をお願いいたします。 

つぎに、議案第 4 号令和 3 年 3 月告示分農用地利用集積計画についてですが、審議

に先立ち、利用権設定の 27 番の案件は、私が関係する案件ですので、農業委員会法第

31 条の規定に基づく議事参与の制限により、当該事案の審議の折には、退席しますの

で、この案件の時は、柿嶋職務代理と議長を交代いたします。 

それでは議案第 4号のうち、利用権設定の 27 番を除く案件について、事務局より説

明してください。また、関連がありますので、報告第 7 号農用地利用集積計画の解約

についても併せて説明してください。 

 

○事務局（牧野係長） 

振興係牧野です。説明に先立ちまして、議案書の修正がございます。議案書 21ペー

ジ及び 22ページの間に、机の上に事前に配布させていただきました令和 3年 3月告示

農用地利用集積計画地区別集計表及び農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集

積計画の承認についての議案書を追加してください。お詫びして訂正とさせていただ

きます。 

それでは議案第 4 号の説明をいたします。追加配布の議案および議案書 22 ページ、
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23 ページをご覧ください。農地銀行を利用する案件は、所有権移転 1件、新規設定 15

件、再設定 26 件、計 42 件の申し出がありました。追加配布の議案書の表は所有権移

転です。中道南地区からの申し出があり、合計面積は 305 ㎡です。議案書 22 ページの

表は、新規設定です。相川・里垣・甲運・玉諸・山城・中道北・中道南地区からの申

し出があり、合計面積は 15,805 ㎡です。中段の表は、令和 2 年度の目標面積 109,300

㎡に対し、設定面積は 116,668 ㎡、達成率は 107％です。続いて 23 ページの表は、再

設定です。甲運・玉諸・二川・山城・中道北・中道南区からの申し出があり、合計面

積は 40,564 ㎡です。中段の表、令和 2年度の目標面積 343,700 ㎡に対し、設定面積は

291,985 ㎡、達成率は 85％です。24 ページ 1 番から 29 ページ 15 番は新規設定です。

29 ページ 16 番から 35 ページ 32 番は再設定です。35 ページ 33 番から 38 ページ

41 番は再設定の更新です。補足説明が必要となる所有権移転、新規就農者、法人

の案件を読み上げさせていただきます。また、33ページ 27番は委員案件となってい

ますので、後ほど審議をお願いします。その他につきましては、議案書記載のとおり

です。  

はじめに、追加配布させていただきました所有権移転の案件を説明します。買い手

は市内在住で○歳。年間○○日間、農業に従事しております。市内で畑○○○○㎡、

樹園地○○○○㎡を耕作しています。今回、所有権移転の申し出がございまして、

譲受人が耕作している農地を確認したところ、全て耕作されていました。譲受人は、

住民票が○○○○○○○○○○ですが、実際の住所地は○○○○○○○で、甲府市の

認定農業者に認定されています。経営地は、下限面積 50ａを超えており、農作業

従事日数は年間 200 日です。耕作に供すべき農用地のすべてを効率的に利用してい

ます。これらを踏まえ、農業経営基盤強化促進法第 18 条第 3 項による買い手の要

件を満たしております。 

続いて、新規就農者の案件を説明します。24 ページ 1番、2番は、同じ新規就農者

の案件になりますので、まとめて説明します。貸し手、借り手、所在、地目、面積、

利用目的、貸借期間については、議案書記載のとおりです。借り手は年齢○歳、○○、

○○○○、○○○○○○しています。令和○年から山梨市の農家の下で○○○○○○

○○○○を受けています。また、令和○年から市内の○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○の生産管理の技術習得の計画があります。農業に関して後見人の力添え

を受けつつ就農することになりました。 

続いて、25ページ 3番、29 ページ 16 番、30 ページ 17 番は、同じ新規就農者の案件

ですので、まとめて説明します。貸し手、借り手、所在、地目、面積、利用目的、貸

借期間については、議案書記載のとおりです。借り手は年齢○○歳、令和○年から○

年間の間、○○○○○○○○○○○○○○○○○○に従事していました。甲州市の実

家は○○○○○○○○○○○○です。甲府で独立就農するため畑を借りて、○○○○

で新規就農したいということで今回のことに至りました。○○○の離農した農家の作

業場、農機具いっさいを借り受け、ここを農業経営の拠点にします。○○の農業生産

法人に携わる指導農業士に指導・相談者を仰ぎ、生産物の出荷等処理については、全
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面的に援助をいただきながら組合出荷及び直売所で販売、その後はネット通販や山梨

みらい農協の組合員としての出荷も考えています。また、現地の状況を考慮し、四駆

の中古軽トラックも購入済みです。以上のような状況から、新規就農可能な環境を整

えています。 

続いて、31 ページ 20番、31 ページ 21 番は、同じ新規就農者の案件になりますので、

まとめて説明します。貸し手、借り手、所在、地目、面積、利用目的、貸借期間は、

議案書記載のとおりです。借り手は年齢○○歳、○から農業を引継ぎ、農地や農機具

はそのまま引き継いでいます。農業の経営には問題がありません。今後は○○○○○

○○○○○○○○○○を農協、直売所へ出荷する予定です。 

続いて、31 ページ 22番、32 ページ 23 番は、同じ新規就農者の案件になりますので、

まとめて説明します。貸し手、借り手、所在、地目、面積、利用目的、貸借期間は、

議案書記載のとおりです。借り手は年齢○○歳で、○○○○○○○○○○しています。

令和○年から○○○の農園で○○○○○○の技術を習得しています。農地を探してい

たところ、適している農地を貸してもらえることになり、借りることになりました。

なお、32 ページ 23 番は、当該農地にはビニールハウスがあり、そこで営農しておりま

す。ビニールハウスは 500 ㎡が 2棟、300 ㎡が 2棟で、計 1,600 ㎡で、通作にも便利で

す。農業に関して後見人の力添えを受けつつ就農することになりました。 

続いて、農地所有適格法人の案件を説明します。35 ページ 33 番をご覧ください。貸

し手、借り手、所在、地目、面積、利用目的、貸借期間については、議案書記載のと

おりです。借り手は、令和○年○月○日に○○○○しました。○○○○のため、利用

権を設定することとし、今回の申請になりました。主に○○○○○○○○○し、○○

○○○○○○○直売・観光農園として、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○を、市場・直売所へ出荷する予定です。今後、地域の農地を集約しつつ

○○○○○○○する計画です。 

続いて、35ページ 34番及び 36ページ 35番は、同じ法人の案件になりますので、ま

とめて説明します。貸し手、借り手、所在、地目、面積、利用目的、貸借期間につい

ては、記載のとおりです。借り手は、平成○年○月○日に○○○○しました。経営農

地は、○○○を拠点に○○○○㎡を有し、主に○○○○○○○○○○○を行い、直売

や食品卸会社を通じての販売などを中心に精力的に事業展開しております。○○○○

を原料とした加工品の詰め合わせが甲府の証の認証を受けています。以上、すべての

案件につきまして、借り手の経営地は、利用権貸借の下限面積を超えており、耕作に

供すべき農用地のすべてを効率的に利用しております。また、耕作に必要な農作業に

常時従事しているなど、甲府市の農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想に

適合していることから、農業経営基盤強化促進法第 18条第 3項による要件を満たして

おります。 

引き続き、農用地利用集積計画の解約の報告です。議案書 39ページをご覧ください。

今月は 3 件の解約となり内容、理由は、記載のとおりです。解約の届けが提出されま

したので報告いたします。以上です。 
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○議長（西名会長） 

事務局から説明が終わりました。地元委員から説明が必要な場合は、所有権移転や

新規就農者及び法人などが関係する案件若しくは特殊な案件について、原則、説明を

いただくこととしております。それでは、所有権移転 1 番の案件について、中道南地

区の渡邉委員から補足説明をお願いします。 

○中道南地区委員（渡邉委員） 

別紙の所有権移転をご覧ください。先程事務局から説明があった通りで問題ありま

せん。ご審議をお願いします。 

○議長（西名会長） 

ありがとうございました。 

つぎに、利用権設定の 1番、2番、16番、17 番、33 番の案件について、甲運地区小

松委員から補足説明をお願いします。 

○甲運地区委員（小松委員） 

   甲運の小松です。よろしくお願いします。1 番、2 番の案件ですが、6 年前から農地

の貸し借りをやっており、前回は承認を受けずに本人同士の農地の貸借だったのです

が、今回は農地銀行を使っての貸借となります。農業については問題ありません。続

いて16番、17番の新規就農者ですが、事務局から説明があった通り○○○○を卒業し、

実家でも農業をしており○○○の事業者農家の作業場を借りて就農しました。農業指

導を受けながら農業をするそうです。33 番の農地所有適格化法人は、再設定でありま

して、法人の前から借りている方で問題ありません。以上です。 

○議長（西名会長） 

ありがとうございました。 

つぎに、利用権設定の 3 番の案件について、里垣地区矢﨑委員から補足説明をお願

いします。 

○里垣地区委員（矢﨑委員） 

矢﨑です。この案件は農地が山なので作っていた人が○○で耕作出来なくなって、

新規就農者が借りてくれるということで期待しています。 

○議長（西名会長） 

ありがとうございました。 

つぎに、利用権設定の 20番、21番の案件について、大里地区菊島委員から補足説明

をお願いします。 

○大里地区委員（菊島委員） 

   大里の菊島です。この場所は以前、○がやっていたのですが、家庭の事情で○○○

○が後を継ぐことになりました。○○○○の所には 3 人ほどお手伝いが来ていて、私

も家が近いので相談に乗っています。今後楽しみなグループです。 

○議長（西名会長） 

ありがとうございました。 

つぎに、利用権設定の 22番、23番の案件については、山城地区で私が担当ですので
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説明いたします。 

事務局で説明のあったとおり、この方は○○○です。○○○○○があり、そこの○

○○○で、○○が主体となり農業に取り組んでいます。数年前から○○で畑を一部借

り○○○○○農協の直売所へ出荷していたという経緯があります。今回、○○○○○

圃場を探したり、○○○○○○にも興味があって、その圃場を探していました。22 番

の案件の場所に○○○○○○○ということです。23 番の方は○○○○○○○圃場にし

たいということですが、○○○○○○○○で育てたいということです。また、23 番の

農地は非常に広く○○○○㎡ほどの農地があるところを借ります。地主の方が亡くな

り、その後○○○○○○○○○していた方も病気でできなくなったので、○○○をお

借りするという話がまとまりました。○○○○○○は私も経験がなかったので聞いて

みたところ、ユーチューブを通じて大阪の生産者と交流があり、技術指導をしてもら

うそうです。すでに苗も 2,000 本ほど用意してあるそうです。私も 3 回ほど本人たち

や、○○○の貸主にお会いしてお話をうかがいましたが、○○○○の施設の装置は私

も分からないので後継者の仲間で○○○○○○○○をやっている方に指導をいただき

ながら、農業一般については私が担当しようということになっています。貸主も 2 年

間は無料で、3年目から前任者の賃借料を参考に、年間○○○○の賃借料ということで

合意しました。自分たち○○で農業をやるのですが、○○から渡ってくる人たちも同

じ世代なので、10年、15年後には仕事がなくなってしまうので、これを拠点に○○○

○○○○○やしたりして、この方々にお手伝いいただけるような考えを抱いています。

これで遊休農地の解消につながってくれればいいと思い、私も最大限応援していきた

いと思います。以上、補足説明を終わります。 

○議長（西名会長） 

つぎに、利用権設定の 34番、35番の案件について、山城地区關野委員から補足説明

をお願いします。 

○山城地区委員（關野委員） 

   山城の關野です。事務局から説明がありましたが、この方は地元で○○○○○して

おりますので、地元の土地を借りるそうです。また、この方は○○○○○○○してお

り、県外の業者に卸しております。地元の山城の穫れたてランドにも○○○として卸

しており、売り上げも順調に推移しておりまして、地元の萩原委員と共に今後もサポ

ートしていきたいと思います。以上です。 

○議長（西名会長） 

ありがとうございました。 

ひととおり地元委員より補足説明が終わりました。こちらも事前にご質問の報告は

受けておりませんが、特別何かありましたらお願いいたします。 

 ≪ 質問・意見なし≫ 

○議長（西名会長） 

それでは採決をさせていただきます。 

議案第 4号のうち、利用権設定の 27 番を除く案件に、賛成の方は、挙手をしてくだ
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さい。 

≪ 全員挙手 ≫ 

ありがとうございます。 

全員の方の賛成の挙手をいただきましたので、決定して参ります。また、報告第 7

号については、報告事項ですので、ご了承いただきたいと思います。 

○議長（西名会長） 

それでは、次は私の案件ですので、しばらく議長を柿嶋職務代理に交代します。 

柿嶋職務代理には、よろしくお願いします。 

 【 西名会長 退席 】 

【 議長交代 】 

 

○代理議長（柿嶋職務代理） 

   先ほどお話のあった通り、会長案件ですので、会長は一度退席します。 

   会長退席の間は、私が議長を務めます。 

それでは、議案第 4 号のうち、利用権設定の 27 番の案件について審議いたします。

事務局より説明してください。 

 

○事務局（牧野係長） 

議案書 33 ページ 27 番をご覧ください。貸し手、借り手、所在、地目、面積、利用

目的、貸借期間については、記載のとおりです。これらを踏まえ、農業経営基盤強化

促進法第 18 条第 3項による借手の要件を満たしております。以上です。 

○代理議長（柿嶋職務代理） 

事務局から説明が終わりました。 

   これより質疑に入ります。皆様から質問や意見はありますか。 

≪ 質問・意見無し ≫ 

○代理議長（柿嶋職務代理） 

それでは、採決をいたします。 

議案第 4号、27 番の案件について、賛成の方は、挙手をしてください。 

≪ 全員挙手 ≫ 

○代理議長（柿嶋職務代理） 

ありがとうございます。 

全員の挙手をいただきましたので、この案件について、決定して参ります。 

それでは、西名会長はご着席をお願いします。 

    【 西名会長 着席 】 

【 議長交代 】 
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○議長（西名会長） 

   ありがとうございました。 

  以上で、予定している案件は全て終了しましたが、特別何かありましたらお願いし

ます。 

≪ 質問・意見なし ≫ 

○議長（西名会長） 

特別ないようでございます。お陰様でコロナウイルス感染予防のため、皆様の円滑

なるご協力で、短時間で終わることができました。ご協力に感謝申し上げます。 

 

 

午後 4時 28 分 閉会 


